
広報あぐい　２０１３年３月１５日号

13

�
　

町
で
は
、
家
庭
の
台
所
な
ど
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
推
進
し
、

ご
み
の
減
量
化
と
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

生
ご
み
処
理
機
な
ど
を
購
入
し
た
町
内
在

住
者
へ
の
補
助
金
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

生
ご
み
の
減
量
化
、
堆
肥
化
で
き
る
処

理
機
、
発
酵
バ
ケ
ツ
が
補
助
対
象
で
す
。

補
助
金
額
は
、
過
熱
式
・
バ
ク
テ
リ
ア
式

に
よ
る
処
理
機
が
購
入
費
用
の
二
分
の
一

で
上
限
二
万
円
、
発
酵
バ
ケ
ツ
が
購
入
費

用
の
二
分
の
一
で
上
限
千
円
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

建
設
環
境
課
環
境
係
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平
成
二
十
五
年
度
の
高
齢
者
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
券
を
、
四
月
一
日
（
月
）
か
ら

交
付
し
ま
す
。
対
象
は
、
満
七
十
歳
以
上

の
方
で
す
。

　

申
請
さ
れ
る
方
は
、
健
康
介
護
課
介
護

保
険
係
の
窓
口
に
次
の
も
の
を
持
参
し
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
請
に
必
要
な
も
の

【
継
続
の
方
】
証
明
書
（
助
成
券
登
録
時

に
作
成
し
た
も
の
）、
印
鑑

【
新
規
の
方
】
本
人
の
写
真
（
縦
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
×
横
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
）
、
印
鑑
、
生
年
月
日
の
分
か
る
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も
の
（
免
許
証
な
ど
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
介
護
課
介
護
保

険
係　
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例
年
二
月
中
旬
〜
六
月
上
旬
の
間
、
カ

ラ
ス
の
巣
作
り
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
電

柱
や
鉄
塔
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
発
見
し
た
場

合
は
、
お
近
く
の
中
部
電
力
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

カ
ラ
ス
の
巣
に
は
、
金
属
製
ハ
ン
ガ
ー

や
針
金
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
電
気
を
通
す
材
料
が
電
線
に
接
触
す

る
こ
と
で
、
停
電
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
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り
ま
す
。

　

巣
作
り
の
材
料
と
な
っ
て
し
ま
う
危
険

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ハ
ン
ガ
ー
な
ど
を

屋
外
に
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

□
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

中
部
電
力
半
田
営
業
所
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Information

　４月から阿久比スポーツ村の野球場、陸上競技場、室
内練習場と勤労福祉センター（エスペランス丸山）の施
設使用料を、受益者負担の原則に基づき一部改定します。
使用料は、施設維持管理に使用し、良好な環境提供に努
めます。ご理解とご協力をお願いします。
　使用料については、使用許可申請などの手続きを窓口
で行う際に納付していただいていますが、使用日が４月
１日以降であっても３月３１日までに窓口で手続きした場
合は、改定前の使用料が適用されます。インターネット
の施設予約システムで予約した場合も同様です。窓口で
の手続きが４月１日以降の場合は、改定後の使用料が適
用されますのでご注意ください。
□問い合わせ先
　【スポーツ村に関すること】
　　スポーツ村　�（４９）２５００　または
　　社会教育課体育係　�（４８）１１１１（内２６２・２８０）
　【勤労福祉センターに関すること】
　　勤労福祉センター　�（４８）６６４４　または
　　産業観光課商工労政係　�（４８）１１１１（内２３４）

４月から阿久比スポーツ村、
　　　勤労福祉センター（エスペランス丸山）の
　　　　　　施設使用料を改定します


